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令和２年１１月定例教育委員会会議録 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

（１）日 時 令和２年１１月１０日（火曜日） 

開 会 １５時３０分 

閉 会 １６時４５分 

（２）場 所 直方市立中泉小学校 図書室 

 

２．出席者及び欠席委員の氏名 

（１）出席者 

教育長 山本栄司 

教育長職務代理者 山内 健 

委 員 中野昭子 委 員 阿部英子 

委 員 内藤誠治 

 

３．会議に出席した者の氏名 

（１）事務局 

  教 育 部 長 安永由美子 

  教育総務課長 熊井康之、学校教育課長 石丸直哉 

  学校教育課管理主事 大塚泰信、こども育成課長 塩田礼子 

  文化・スポーツ推進課長 原 寿江 

 

（２）書 記 

   教育総務課長 熊井康之 

 

４．会議式次第 

 

○教育総務課長（熊井康之） 
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  引き続き１１月の定例教育委員会を始めさせていただきます。教育長、お

願いいたします。 

 

○山本教育長 

  よろしくお願いいたします。レジュメに沿って教育長報告から始めさせて

いただきます。 

  １０月１３日火曜日、１０月定例教育委員会を実施いたしました。主な内

容といたしましては、令和４年以降の成人式について、対象年齢を現行どお

り２０歳にすることや、共同学校事務室の実施に関することなどでございま

した。 

  １６日金曜日から学校訪問が始まっております。まず、金曜日は植木小学

校に行きました。１９日月曜日は、感田小学校を訪問しております。 

  ２２日木曜日、１０月定例教育長会。私が行ってまいりましたが、教頭任

用候補者、筆記試験の結果などが発表されました。 

  同日、直方市公民館運営審議会委嘱状交付ということで、中央公民館の運

営に当たっての審議の委嘱といったようなところでございます。 

  ２６日月曜日、部活動外部指導者選考委員会を実施いたしまして、直方第

三中学校の陸上部１名追加で外部指導者を決めたところでございます。 

  ２７日火曜日、県幹部との意見交換会、初めてＺｏｏｍ（ズーム）を使っ

たオンラインでの意見交換会ということになりました。内容は、学校教育の

ＩＣＴ化について、それから小学校高学年からの教科担任制の導入について

といったところであります。 

  まず、学校教育ＩＣＴ化については、県の考えと直方市教育委員会の考え

がぴったり重なったというところで安心しております。県も臨時休業時の取

組にとどめるのではなく、授業改善に持ち込むのが主の狙いなのだというこ

とを話されています。それから、小学校高学年からの教科担任制導入につい

ては、国において今現在検討中であるが、国民的な課題となっていることか

ら、何らかの形が提示されるのではないかという県の見解でございました。 

  このときに、避難所等に管理職が入った場合の特別勤務手当についての対

応を議題として上げようと思っていましたが、外されておりまして審議には

なりませんでした。ただ、県とその話をしましたら、福岡市、北九州市はそ

れぞれ条例をつくって手当を支給できるようにしています。両政令市の、教

員の給与は、県費負担から政令市負担と変わっています。県域においては、

まだ県費負担教職員ということですので、同様の対応はできないとの回答を

いただいたところです。今後も、検討はしてまいります。 

  ２７日火曜日、直方二中校区小中一貫教育交流研究会に参加しております。 
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  ２８日水曜日は、直方三中校区の重点課題研究中間報告会ということで、

直方三中校区の小中一貫交流研究会も含めて実施されています。 

  １１月１日日曜日、林芙美子顕彰作文コンクール・浮風・諸九尼顕彰俳句

コンクール入賞者表彰式が、中央公民館で実施されました。直方文化連盟主

催の小中学生を対象とした作文と俳句コンクールの表彰式でございます。 

  ２日月曜日、定例校長会を実施いたしました。このときに、学校のホーム

ページの活用充実をということで、植木中学校の教頭に校長会議に参加いた

だき、ホームページの紹介をしてもらっております。 

  ４日水曜日、管理職任用面接。この日は教頭候補者の面接試験を実施して

おります。同日、総合計画策定委員会もございました。 

  ５日木曜日は、校長候補者の面接を実施しております。 

  ６日金曜日、学校訪問。この日は、直方二中に訪問いたしました。 

  ７日土曜日、ふれあい農園開園式。１年前に福地小校区に特別養護老人ホ

ーム「すみれそうのおがた」が開設したのですが、その敷地内に子供から老

人まで集まって活動できる「ふれあい農園」というのが開園されたというこ

とで、開園式に参加して挨拶してきております。 

  ９日月曜日の管理職任用面接は、主幹教諭、指導教諭の面接を実施してお

ります。 

  １０日火曜日、本日の学校訪問は中泉小学校です。引き続き、１１月定例

教育委員会を実施しているところでございます。 

  １１日水曜日、県同教会長来庁ということで、来年の２月、福岡県人権同

和教育実践交流会が、直方市で開催される予定となっております。そのため、

県同教の会長が御挨拶に来られるということです。 

  １６日月曜日、総合計画策定委員会。 

１７日火曜日の学校訪問は、直方南小学校を予定しております。 

  １９日木曜日、学校訪問の最終は、新入小を予定しております。 

  ２４日火曜日、直方市総合教育会議。中学校給食をテーマに総合教育会議

を実施する予定ですので、委員各位の参加をお願いいたします。 

  ２６日木曜日、植木中校区の小中一貫教育交流研究会です。 

  ２９日日曜日、直方文化連盟６５周年記念式典がユメニティのおがたの小

ホールで実施されますので、参加をしてまいります。 

  以上でございます。何か御質問等ございましたらお願いいたします。 

  よろしいですか。では、議案に移らせていただきます。まず、議案第２０

号、直方市立図書館協議会委員の委嘱について、お願いします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 



 

－4－ 

  資料１を御覧ください。議案第２０号、直方市立図書館協議会委員の委嘱

について。直方市立図書館協議会委員の委嘱について、別紙のとおり提案す

る。提案理由、直方市教育委員会事務委任規則第２条第１０号の規定により

提案するものであります。 

  別紙、委員名簿（案）につきましては、修正がございましたので差し替え

をさせていただきましたが、先ほど再度御指摘がございました。一番上の方、

それから二番目の方の備考欄ですが、現在、司書・教諭ということになって

おりますが、中点のほうは削除していただいて司書教諭という形でお願いし

たいと思います。申し訳ございません。 

  図書館協議会は、図書館法第１４条に規定されており、直方市立図書館協

議会条例におきまして、図書館の運営に関し館長の諮問に応じるとともに、

図書館の行う図書館奉仕につき、館長に対し意見を述べるため協議会を置く

と定めております。 

  図書館協議会委員は、直方市立図書館協議会条例により、委員の定数１２

人以内、任期は２年とし、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上

に資する活動を行う者、並びに学識経験者の中から教育委員会が委嘱すると

しています。 

  今回、令和２年１１月末の任期満了に伴いまして、名簿にありますこの１

０名を委嘱したいと考えております。３名は新任で、ほか７名は前回に引き

続きの再任でございます。任期は、令和２年１２月１日から令和４年１１月

３０日になります。 

  以上、議案第２０号について御説明いたしました。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○山本教育長 

  今、直方市立図書館協議会委員の委嘱ということで、委員名簿を添えて説

明がございました。一部修正等がありましたが、中身に何か質問等ございま

したらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

  では、御承認いただける場合は、挙手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございました。全員挙手ということで、議案第２０号は可決さ

れました。 

  議案第２１号に移ります。議案第２１号、１２月補正予算について、お願
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いいたします。 

 

○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  資料２を御覧ください。議案第２１号、令和２年度１２月補正予算につい

て。令和２年度１２月補正予算について、別紙のとおり提案する。提案理由、

直方市教育委員会事務委任規則第２条第４号の規定により提案するものであ

ります。 

  今回、１２月定例市議会に提案する予定の補正予算を計上いたしておりま

すが、内示前でございますので今後変更になる可能性もございます。 

  歳出、２款１項１０目男女共同参画推進費、１１節需用費で男女共同参画

センタートイレ手洗い自動水栓化に伴う修繕費として、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を利用し、２６万４，０００円を計上いたし

ております。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  ２款１項１６目２３節償還金利子及び割引料で昨年度までの国、県負担金

及び補助金に関する返還金がございますので、返還をして精算するものでご

ざいます。 

  ３款２項２目児童措置費におきましては、新型コロナウイルス関連の特別

給付金ということで、今年４月２７日までに生まれた方については１人当た

り１０万円の給付金がありました。それ以降に生まれた方、４月２８日から

来年の４月１日までの方につきまして、「やっぱ直方に生まれてよかったば

い臨時特別給付金」といたしまして、１人当たり１０万円の給付を行うもの

でございます。対象者４５０名分ということで４，５００万円を計上いたし

ております。 

  それから３款２項６目保育事業費におきまして、中央保育園の公立保育所

運営委託料といたしまして８７４万３，０００円を、それから１８節の備品

購入費といたしまして、幼児教育施設用木製積み木、これは森林環境譲与税

を活用し、市内の保育所、幼稚園に積み木をプレゼントする予定としており

まして、６９万３，０００円を計上いたしております。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  １０款教育費、小学校費の教育振興費１７０万円は、モバイルWi-Fiルー

ター整備費です。家庭に持ち帰ってタブレットを使用する際の通信ルーター

を購入するものでございます。今回、ルーター１台につき１万円を上限とす

る補助金が国より示されております。利用方法までの設計はできておりませ
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んが、同様の補助金が今後見込めないため、購入するものでございます。 

学校教育課が、保護者家庭にWi-Fi環境の整備状況のアンケートをとって

おります。９割方の家庭にWi-Fiがあるとの結果ですが、未回答分がござい

ましたので、それを勘案しますと、およそ８５％の家庭にWi-Fiが整備され

ていると思われます。１７０台という数字は、そこから算出しております。 

 

○学校教育課長（石丸直哉） 

  １０款２項３目教育指導費、１１節需用費７３５万１，０００円、１８節

備品購入費６６４万９，０００円です。 

９月の補正で、感田小が２００万円、上頓野、北、新入、東小学校が１５

０万円、その他の小学校は１校当たり１００万円、国が２分の１、県が２分

の１を負担する交付金がございました。３月までに使い切るということで各

学校、マスク、石けん、消毒用のアルコールなどの消耗品、備品としてはエ

アコン等が購入できる学校もあるので、少人数教室などに設置する計画を立

てているところです。 

  次に、１０款３項３目、中学校費の教育指導費ですが、同じように１１節

需用費４４８万３，０００円、１８節備品購入費５１万７，０００円です。

二中が２００万円、その他の中学校は１００万円。小学校と同じように、消

耗品または備品購入に充てていくものでございます。以上です。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  続きまして、３項１目、中学校費の学校管理費３３０万円です。植木中学

校の防球ネットの張り替え費用でございます。台風１０号の接近に伴って、

植木中学校の近隣家庭から、防球ネット等を撤去してほしいとの申し出があ

り、対応しております。その張り替え費用として３３０万円を今回計上して

いるところでございます。 

  続きまして、その下の備品購入費６８万円、モバイルWi-Fiルーター整備

費です。これは先ほど言いましたモバイルルーターの中学校分となっており

ます。数の算出等につきましては、先ほどと同じ理由により、中学校につき

ましては、６８台購入するための予算となっております。 

  ２０節扶助費２８９万５，０００円につきましては、就学援助の中学校分、

学用品費、給食費、入学準備金の不足分を今回計上しているところでござい

ます。新型コロナの影響で就学援助を利用される方が増えており、中学校は

５０名増えておりますので、不足分について予算計上しているところでござ

います。以上です。 
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○文化・スポーツ推進課長（原 寿江） 

  １０款４項２目公民館費、１１節需用費で公民館１階と２階の多目的トイ

レ手洗い自動水栓化に伴う修繕費として、１７万６，０００円。 

  １９節負担金補助及び交付金で天神自治区公民館の屋根改修工事に伴う公

民館類似施設設置助成金として、６０万円を計上いたしております。 

  １２目文化施設費、１３節委託料にて１３６万１，０００円。 

  １０款５項２目体育施設費、１１節需用費でユメニティのおがた、歳時館、

体育館の２階、体育センター、西部運動公園のトイレや更衣室の手洗い自動

水栓化に伴う修繕費として、２２８万８，０００円。男女共同参画センター

と同様に交付金を利用して計上いたしております。以上でございます。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  最後に、災害復旧費といたしまして、２６４万５，０００円を計上いたし

ております。直方第一中学校と下境小学校の間にありますブロック塀が、台

風１０号により倒壊しております。そのブロックを撤去し、フェンスを設置

するための工事請負費となっております。 

  以上で説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  関係各課から１２月補正予算について説明いただきましたが、質問をお願

いいたします。 

 

○中野委員 

  小学校のグラウンドにあるトイレ設備の劣化が目立つということを聞いて

います。そういう修繕費に対しての予算は組めないでしょうか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  今年度、感田小学校の下の運動場にあるトイレ工事を行うようになってお

ります。 

 

○中野委員 

  ありがとうございます。いつ着工する予定ですか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  現在、撤去作業に取り掛かっており、今年度内に完了予定です。 
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○山本教育長 

  ほかによろしいですか。 

 

○山内委員 

  植木中学校の防球ネットの件ですが、要望があったからネットを外したと

いうことですか。そのネットは、金属製ですか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  地元の方からの要望があったため撤去しております。プラスチックの糸を

よったようなネットです。 

 

○山内委員 

  そうしたら、３３０万円かけて前と同じ状況にするということですか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  また取り外すようなことになるといけませんので、網目の大きなネットに

取り換えることを検討しています。カーテンのようにできる製品も検討しま

したが、予算的にかなり高額になるため、現在の対応としております。 

 

○山内委員 

  台風のたびに外してまた付けてとなると、お金が無駄になると心配になり

ます。畳めるネットにしたほうがお金の無駄にならないのではないかと思い

ます。今後、検討ください。 

 

○山本教育長 

  次に台風が来たときに撤去しないということですね。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  地元の方がテレビで見た件については、鉄柱の問題もあったようですが、

ゴルフボール用の目が細かいネットであったため、風の影響を大きく受けた

ようです。それよりはネットの目を大きなものとする対応をとっております。 

 

○山本教育長 

  ほかにございますか。では、議案第２１号、１２月補正予算について、御

承認いただける場合は挙手をお願いいたします。 
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（全員挙手） 

 

○山本教育長 

  ありがとうございます。議案第２１号は可決されました。続いて、議案第

２２号から２４号までは関連があるということで、一括提案をお願いします。 

  

○こども育成課長（塩田礼子） 

  議案第２２号、資料３から議案第２４号、資料５までを一括で提案させて

いただきます。 

  議案第２２号、直方市立保育所施設整備基金条例及び直方市立保育所条例

を廃止する条例について、別紙のとおり提案する。提案理由といたしまして

は、直方市教育委員会事務委任規則第２条第４号の規定により提案するもの

でございます。 

  現在、公設民営で保育事業を実施している、直方市立中央保育園の民設民

営化に向けての関係条例の廃止でございます。直方市立中央保育園は昭和５

６年４月に開園いたしまして、その管理運営を一般財団法人直方市福祉会に

委託して保育事業を行ってまいりました。平成１８年度からは指定管理者と

して運営を行っておりまして、現在は社会福祉法人直方中央福祉会が指定管

理者として引き続き運営を行っているところでございます。現在、園舎、建

設家財は使用から４０年が経過しており、かなり老朽化が進んできているこ

とから、将来的には建て替えが必要になってくるところでございます。 

  これまでも、公設であった保育所を民設民営化ということで進めてきてお

りますけれども、今回の中央保育園を進めてきた大きな理由といたしまして

は、公設の保育所になりますと、建て替えに当たって国からの補助等が全く

なく、全て市の財源で補わないといけないところがあります。そのため、財

源負担を軽減するということで民設を進めてきたところでございます。 

  譲渡先といたしましては、現在指定管理者として中央保育園の運営に当た

っていただいている、社会福祉法人直方中央福祉会を考えています。理由と

いたしましては、現在の施設で開園当初から今まで４０年間という長い間の

運営実績があり、地域や保護者との信頼関係がございます。また、園で利用

されている備品や遊戯室は当法人の所有であり、保育の継続性を確保するこ

とで保護者や園児に不安を与えることなく引き継ぎができるというところで

進めていっております。 

  直方市立保育所施設整備基金条例につきましては、公立保育所の施設改修

のために積立金を行っておりまして、現在残高としては３０万円ほどござい

ますけれども、公立保育所でなくなりますと使う予定がなくなりますので、
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併せて廃止ということで考えております。 

建物については無償譲渡、土地については無償貸付けという形を予定して

おります。引き続き保育所として利用することが条件となります。よろしく

お願いいたします。 

 

○山本教育長 

  議案第２２号から第２４号まで、直方市立中央保育園の民営化に伴っての

関連議案ということで、御質問がございましたらお願いいたします。 

  では、三件まとめて承認いただける場合は挙手をお願いいたします。 

 

（全員挙手） 

 

○山本教育長 

  第２２号から２４号までの件につきましては可決ということでお願いいた

します。 

  報告事項にまいります。総合教育会議について、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  総合教育会議について、資料６をお願いいたします。まず、中学校給食に

関しての経過を説明いたします。 

  直方市の中学校給食に関しましては、牛乳だけ直方市教育委員会が全生徒

分購入し、飲んでいただくミルク給食の形態でした。主食やおかずにつきま

しては、家庭から弁当を持ってくる、各学校でパン等を購入して食べるとい

う形で行われておりました。 

その中、完全給食を望む声が高まってきて、平成２４年にはＰＴＡ連合会

によります保護者アンケートが実施され、９割を超える方が完全給食を希望

しているという結果でした。 

  その結果もふまえ、直方市教育委員会といたしまして６ページに記載のと

おり、完全給食に向けての計画を進めてきたところでございます。 

平成２７年３月には、給食センター基本構想まで完成いたしましたが、当

初想定より予算が膨れ上がったうえ、文部科学省からの補助が当面見込めな

くなったということで、頓挫しているところでございます。 

  再検討を余儀なくされた後の経過につきましては、７ページから９ページ

に記載されております。 

一方で、平成２９年９月開始という絶対的な期限を見据えながら、教育委

員会として検討していく中で決まった方針が、５ページの下の表でございま
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す。 

  まず、完全給食は、主食とおかず、ミルクからなる給食をいいますが、当

初、全生徒を対象に完全給食の形態で実施するとしておりましたけれども、

これを選択制という形で実施する。２番目、３番目に変更はございませんが、

次の４番目につきましては、センター方式から校外調理委託方式（民間の調

理施設）へ委託する形への変更。給食の提供方法につきましては、食缶方式

ではなく弁当箱方式ということで計画されているところでございます。 

  中学校における完全給食は、平成２９年９月から実施されましたが、喫食

率６０％を見越して事業者と契約し、委託料を支払ってきています。 

  今問題となってきておりますのは、選択制について、それと弁当箱方式に

よる味の問題、食育という観点です。 

  その問題について、中学校給食総括検討会議にて学校の先生方に意見を聞

いております。 

  完全給食が実施できたことについては、とても評価できます。また、喫食

率については、メニューの工夫により上昇してきておりますけれども、目標

の６０％には至っていません。選択制ということで、嫌いなものが入ってい

る場合には注文しないため、偏食が助長される。容器から食べ物が漏れてい

たりすると、それだけで食べないといった状況が多々見受けられ、食育とい

う視点からいかがなものか。小学校と同様の食缶方式での提供のほうが、温

かくておいしい給食の提供ができますが、配膳に係る時間を確保する必要が

あることから、部活動への影響が懸念されるという意見を先生方からいただ

いているところでございます。 

  本年度、直方市学校給食推進会議にて、今後の中学校給食の在り方につい

て検討いたしております。会議の委員につきましては、ここに記載のとおり

でございます。意見要旨につきましては、現場としては全員喫食が望ましい、

食缶方式が望ましい、施設整備については、今後しっかり検討していく必要

があるというところでございます。 

  今後、市長が主催する１１月２４日の総合教育会議の中で、教育委員の皆

様と教育長、市長とで、この結果をもって御議論いただきまして、今年度末

までに定例教育委員会において、令和４年９月以降の中学校給食についての

方針を決定していきたいと考えているところではございます。 

  １１月２４日の総合教育会議に向けて、議論したほうがいい点や資料につ

いて質問等ございましたら、お願いいたします。 

  もう一点、中学校給食に関する保護者アンケートを１０月にとっておりま

す。その結果について、係長から説明させていただきます。 
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○学校給食係長（梅田賢一） 

  アンケートについて説明させていただきます。中学校給食に関する保護者

アンケート集計結果という書類を御覧ください。先月の初旬から中旬にかけ

て、市内の小学校５・６年生および市内の中学校１年生の保護者を対象に中

学校給食に関するアンケートを行いました。調査人数は、小学校９９８人、

中学校５２１人。回答人数は、小学校６５１人、中学校３２０人、回答率が

約６０％となっております。 

  ６つの質問に対する回答を記載しておりますが、一番多かった内容を太枠

で囲っております。 

  問１では、給食対象について、全員給食か選択制か弁当持参かという問い

に対し、小中学校を合わせて６５％の保護者の方が、全員給食を希望。 

  問２では、問１で選択制を希望された方の理由として、子供には時々家庭

でつくった弁当を食べさせたいという意見が一番多い理由でした。 

  問３では、問１で全員給食がいいとした方の理由として、子供の栄養バラ

ンスや食育を考えて、働いていてお弁当づくりが負担となっているという意

見がありました。 

  問４では、問１で弁当持参を希望された方の理由として、家庭でつくった

弁当を食べさせたいという意見がありました。 

  問５では、現在、弁当箱のデリバリー方式をとっておりますけれども、提

供の方式に関して、７割の方が食缶方式のデリバリー方式、小学校でやって

いるような食缶で運ばれ、その場で注ぎ分けるという方式がいいとのことで

した。 

  裏面です。自由意見についてですが、小学校で一番多かった意見は、小学

校と同じような形での全員給食がいいというものでした。 

  中学校では、弁当デリバリーは適量・適温ではないということと、味を改

善してほしいという内容が多くございました。以上です。 

 

○山本教育長 

  １１月２４日に予定しております総合教育会議の議題について、ある程度

御理解をいただいてもらいたいということで、資料をお出ししております。

これまでの流れとしては、中学校給食はミルク給食でしたが、完全給食に変

えようということで、その際には給食センターを建てて実施ということで計

画されていました。ただし、その予算があまりに大きくなりできなかったた

め、検討し直した新たな手だてが、弁当箱による選択制でした。 

しかし、食育などいろいろな観点からすると、選択制はいかがなものか、

弁当箱方式はどうなのかという問題があり、再度給食の見直しをということ
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で、食缶方式の全員給食というものを考えている。それに当たってアンケー

ト調査を保護者に実施しており、その結果の説明もございました。 

  今度の総合教育会議の中には市長も入られ、皆さんと議論してもらうよう

な流れになっております。 

 中学校給食のありように関して、それぞれ御意見をそこで出していただき

たいと思いますが、まだ日にちもございますので、資料にしっかり目を通し

ていただいて、総合教育会議のほうに臨んでいただければと思っているとこ

ろです。何か質問がございましたらお願いいたします。 

 

○山内委員 

  直方市立中学校給食実施方針の３ページ、２番の（１）献立、献立は教育

委員会の栄養士が中学生に必要な栄養バランスを考えて作成しますとありま

すが、現に実行されているということですか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  学校給食係に配置されている栄養士資格を持つ職員が、毎月メニューを考

えて実施しております。 

 

○山内委員 

  それでも、献立についてのいろいろな意見が出てくるのでしょうか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  出てまいります。弁当箱方式ですと、衛生管理上、一度冷やす必要がある

ことなどが理由なのではないかと考えております。 

 

○山内委員 

  限定されるということね。２番（２）の食材の調達、いわゆる地産地消は、

この弁当箱方式の中で大体どのくらい実現されているのでしょうか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  正確な数字は持ちあわせておりませんので、学校訪問の際にお答えさせて

いただきます。ただ、直方市は、県内、直鞍地区の中でも低いほうでござい

ます。特に、小学校は自校式ですので、配送の問題によるところが大きいと

いう状況です。 

 

○山内委員 
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  それでも推進する努力はされているということでしょうか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  毎年一品目を増やすことを目標に取り組んでいます。 

 

○山内委員 

  私は前回の方針決定時に教育委員ではありませんでした。なった時には現

在の結果がありましたが、現実問題としていろいろ妥協してそういう結果に

なってしまったのではないかと感じたところです。 

教育委員会は、完全給食で全員に学校給食を実施しようと考えていたが、

今のような形になったということは、結局は、財政、お金を持っている市長

部局がどういうふうにやろうと考えているかが一番の問題だと思います。ど

こまで実現できるかという可能性が分からない中で、全員の中学生に「給食

センターを建てて、完全給食で実施したほうが本当にいいですよ」と言って

もいいですが、逆に足かせになってしまってもいけないのではないかなと思

います。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  給食センターとなりますと、ここ二、三年でどうかできる話ではございま

せん。令和４年９月が期限となれば、外部委託方式を継続するしかないと考

えております。親子方式や兄弟方式についても、老朽化に加え狭い小学校の

給食室を改修しなくてはなりませんので、期限からすると現在の形を継続し

ていくしかないと思っております。 

全員給食の実施等につきましては、議会等でその方向性を答弁されていま

すので、２４日に議論していただくことについては問題ないと思います。 

今週末に市長と打合せをするようになっておりますので、調整結果の報告

をさせていただきたいと思います。 

 

○山内委員 

  期限を考えると、委託方式しかあり得ないということですね。では、食缶

方式については可能性があるのでしょうか。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  食缶方式につきましては、新たな予算は要りますけれども、可能です。 

 

○山内委員 
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  運び込まれた給食を、学級別に小分けにする作業が必要かと思いますが。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  現在も運び込み口と配膳室がございますが、間口や配膳室の広さに問題が

ある場合は工事を行う必要が出てきます。ただ、大掛かりな改修は要らない

のではないかなと思っております。 

 

○山内委員 

  その状況なら、いわゆる全員を対象にしても実現可能ということですね。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  はい。 

 

○山本教育長 

  総合教育会議のときに、この内容についてご意見をいただきたいというあ

る程度絞り込まれた項目があるといいですね。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  分かりました。そこも調整して、学校訪問の際に報告させていただきます。 

 

○山本教育長 

  学校訪問までに整理をお願いいたします。二つ目、直方市「やっぱ直方に

生まれてよかったばい臨時特別給付金」、これにつきましてお願いします。 

 

○こども育成課長（塩田礼子） 

  資料７をお願いいたします。直方市「やっぱ直方に生まれてよかったばい

臨時特別給付金」について御説明いたします。 

  新型コロナウイルス感染症対策ということで、４月２７日生まれの方まで

については特別定額給付金という形で１人当たり１０万円の支給がございま

した。しかし、新型コロナウイルス感染症は今も継続中でございまして、感

染抑制等を図りながら、新しい生活様式で通常生活に戻るにはもう少し時間

がかかると思われます。そんな中、直方市で出産されて直方市で住民登録さ

れた新生児の方に対しまして、やっぱ直方に生まれてよかったばいというと

ころで１人当たり１０万円を支給することを考えております。 

  対象者は、令和２年４月２８日から令和３年４月１日生まれまでの方。申

請期間につきましては、令和３年１月中旬から令和３年４月３０日までとし
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ております。対象の方に給付金の交付申請書を送らせていただき、申請書を

返送いただきますと、御指定の銀行口座に振り込むというような自動支給と

なっております。以上です。 

 

○山本教育長 

  直方市「やっぱ直方に生まれてよかったばい臨時特別給付金」についての

説明でしたが、質問がございましたらお願いします。よろしいですか。 

その他、１２月行事について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  令和２年度１２月行事予定について、資料８を御覧ください。まず、９日

水曜日は、第３回学力向上検証委員会（予定）になっておりますが、３学期

のほうに移っておりますので、削除をよろしくお願いいたします。 

  １日火曜日、定例校長会議を行います。チャレンジテスト、小学校４年生

の国語・算数のテストを行うようになっております。 

  ６日日曜日、ハートフル奨学金面接日となっております。 

  ８日火曜日、小中一貫教育推進本部会、推進本部の会議を行います。 

  １１日金曜日が、直方市学力調査（基準日）となっておりまして、１１日

を目安として、学校ごとにその近くでテストを実施するということになって

おります。 

  １６日水曜日が、小中一貫教育推進委員会。これは、８日の本部会議を受

けて、それについての達示事項等をここで推進委員会に通すことになります。 

  ２３日水曜日、給食終了。 

２４日木曜日が、終業式ということです。 

  なお、働き方改革の基本方針を受け、２８日月曜日は、学校閉庁日となっ

ております。以上です。 

 

○山本教育長 

  １２月行事についてでしたが、何かございましたらお願いします。 

  次に、令和２年度卒業式の日程及び令和３年度１学期始業式、入学式の日

程について、お願いします。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  資料９、令和２年度卒業式の日程及び令和３年度１学期始業式、入学式の

日程について、説明いたします。座って説明いたします。 

  令和２年度につきましては、中学校の卒業式が３月１２日の金曜日、小学
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校の卒業式は、３月１６日の火曜日が南小、北小、感田小、福地小、植木小、

東小、３月１７日の水曜日が西小、新入小、上頓野小、下境小、中泉小とい

うことで決まっております。 

  中学校及び小学校の卒業式におきましては、教育委員の皆様は教育委員会

として式に出席していただくことになります。次回の会議、学校訪問の折で

も結構です。出席できない日がございましたら、私までご連絡をお願いいた

します。どこの学校に行っていただくかということをお知らせしたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いいたします。 

  令和３年度１学期始業式及び入学式の日程につきましては、学校管理規則

の中で学期始まりについて休業日の規定がございませんので、慣例に従って、

準備のため４月１日から３日間休業日をとり、４月６日を始業式、その後準

備期間を２日間とり、４月９日の金曜日が中学校の入学式、土日が入ります

ので今回は月曜日になりますけれども、４月１２日の月曜日が小学校の入学

式となります。案内状等は各学校から送られてくると思いますのでよろしく

お願いいたします。以上です。 

 

○山本教育長 

  ３月１２日、１６日、１７日のなかで、参加できない日をおしえてほしい

ということですね。 

 

○学校教育課管理主事（大塚泰信） 

  そうです。 

 

○山本教育長 

  日程につきましては、よろしいですか。 

  では、最後に会議録署名委員の指名について、お願いします。 

 

○教育総務課長（熊井康之） 

  １１月分の会議録署名につきましては、中野委員にお願いいたします。 

 

○山本教育長 

  では、以上で、１１月定例教育委員会を終了させていただきます。 
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        直方市教育委員会教育長 

           

           山本 栄司 
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        直方市教育委員会教育委員 

         

           中野 昭子 

           

 

 


